
ち13.・• 

平
成
問
年
第
4
固
定
例
会
が
、
ロ
月
3
日
か
ら
ロ
月
間
日
ま
で

山

の
ほ
山
田
聞
の
日
程
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

指
川
引
制
劃
引
相
タ

こ
の
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
お
よ
び
条
例
の
一
部

ぷ
瞳
窃
殴
脳
園
田
一

改
正
な
ど
叩
一
件
の
市
長
提
出
議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
と
お

瓦
旧
担

割

司

哩

=

リ
可
決
し
ま
し
た
。

場

崎
凶
鴎

量

一

ま
た
、
意
見
書
4
件
、
決
議
3
件
、
請
願
4
件
を
審
議
し
た
ほ

泊
躍
明
日
開
幽
圏
一

か
、
各
会
源
の
代
表
質
問
が
7
人
の
議
員
に
よ
り
、
一
般
質
問
が

川

護
問
題
晒
圃
明
』

叩
人
の
謡
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
官
同
3
日
の
本
会
議
で
、
議
員
の
懲
罰
勤
講
を
審
議
し
、

川

質
成
多
数
で
懲
罰
を
科
す
る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
ニ
。f

"弘
設
す

ポ
・

1・
i+Ui--議
roHhHd+

白

-R
-A

守

司
決
し
た
主
な
議
案

縛

ん

1

3
8怖い
、

地
域
振
興
券
交
付
事
業
に

J
si

四
十
八
億
二
百
万
円
の
補
正
予
算
を
可
決

昭和30年代の照的

予

算

京成千葉申央駅の今と昔(申央区)

*
一
般
会
計
紛
正
予
算

国
庫
繍
助
金
の
決
定
に
伴
-
つ
公
園
警
備
事
業
費
や
合

併
処
理
浄
化
徳
設
置
補
助
金
、
仮
称
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー

-
ち
ぽ
女
性
会
館
の
外
出
間
関
連
工
事
績
を
追
加
す
る

と
と
も
に
、
地
綬
娠
奥
券
交
付
事
業
脳
同
を
計
上
す
る
な

と
、
合
わ
せ
て
六
十
一
億
四
千
六
百
万
円
を
追
加
し
ま

す
。
こ
の
財
源
と
し
て
は
、
地
方
交
付
税
九
億
五
千
九

百
万
円
、
国
庫
術
助
金
四
十
八
億
九
千
二
百
万
円
、
市

債
二
億
九
千
五
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
a

こ
れ
に
よ

り
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
三
千
四
百
七
十
一
億
六

千
四
百
万
円
に
な
り
ま
す
。

*
特
別
会
計
繍
正
予
算
{
企
業
会
討
を
A
E
む
)

下
水
道
事
業
会
計
な
ど

5
事
業
会
計
で
四
千
七
百
万

円
モ
追
加
し
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
事
業
特
別
会
計
で

九
千
五
百
万
円
を
減
額
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
リ
特
別
会

計
の
予
算
総
額
は
、
二
千
六
百
ハ
十
六
億
二
百
万
円
に

な
り
ま
す
。
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《
条
例
》

千
一翠
虫
巾
税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
の

一
部
改
正
に
伴
い、

平
成
け
年
度
分
の

固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
の
特
例
を
設

け
る
な
ど
、
条
例
の

-
m酬
を
改
正
し
ま
す
。

千
葉
市
地
区
計
函
館
専
の
一
位
縦
内
に
お
け
る
恕
築
物
の
制

限
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

新
た
に
『
新
都
町
地
区
』
と
「
大
継
台
地
区
』
の
地

区
計
画
区
岡
崎
に
つ
い
て
、
建
築
基
準
法
の
線
定
に
基
づ

き
、
建
築
物
の
数
地
、
徳
造
お
よ
び
用
途
の
制
限
を
定

め
る
た
め
、
条
例
の
一
却
を
改
正
し
ま
す
。

千
葉
市
営
住
宅
等
部組
鐙
管
理
条
例
の

一
部
改
正

新
た
に
若
葉
区
御
成
台

2
丁
目
に
市
営
住
宅
を
設
宣

す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。

《市
の
境
界
変
更
》

ま市
すとち
。 f在 ~ët
怠リ
市サ
と l
のうた
続小
界 l

ク
変関
享発

詩
県~
2日符

事 i::
に伴

喜い
し本

《
工
事
請
負
契
約
》

公
営
住
宅
仮
称
御
成
台
団
地
盟
問
1
工
区
D
線
恕
祭
主

体
工
事
を
四
億
六
千
二
百
万
円
で
行
い
ま
す
。
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常
任
委
員
会

刊は

R
8日
に
悶
か
れ
、
議
案
刊
件
、
話

願
4
件
を
審
貧
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
全
議
案
を
可
決
し
、
語
阪

は
、
不
明
怖
佃
m
2件
、
継
続
苔
窓

2
件
と
な

り
ま
し
た
。

総
務
委
員
会

一
般
会
-
計
補
正
予
算
や
市
の
血
境
界
変
更

な
ど
議
案
5
件
、
日
制
踊
糊
1
件
け
を
箆
査
し
、
仮

称
ち
ぼ
女
性
会
館
整
備
事
業
に
関
し
て
、
会

館
の
遼
包
主
体
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
配

庖
な
と
飽
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
l
化
へ
の
対
応

状
況
な
と
に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し

た。保
健
下
水
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
の
議
案
1
件
、
講
師
刷

3
件
を
審
査
し
、
仮
称
総
合
宿
紙
セ
ン
タ

ー
整
備
事
業
に
関
し
て
、
事
業
内
容
や
総

業
訓
練
的
事
業
の
有
無
、
設
計
段
階
で
試

算
し
た
職
員
鍛
な
ど
に
つ
い
て
、
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

V
介
護
保
険
制
度
の
充
実
を
求
め
る
請
願

不
採
択

V
医
療
保
険
制
度
改
定
に
よ
っ
て
泊
加
す

る
老
人
医
療
の
自
己
負
担
の
助
成
を
求
め

る

詰

願

不

採

択

保健下水袋員会iiH亙肌祭

環
涜
建
設
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
や
道
路
に
軌
道
を

鍛
設
す
る
こ
と
に
関
す
る
葱
見
な
ど
議
案
3

件
を
審
査
し
、
県
庁
前
駅
ま
で
の
モ
ノ
レ

!
ル
の
開
業
時
期
や
、
今
回
の
軌
道
の
政

設
申
請
が
市
立
病
院
ま
で
と
な
っ
て
い
る
理

由
と
延
伸
の
見
通
し
な
と
に
つ
い
て
、
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。

仮ta;総合宿祉センター・ちは女性会館1主役工事

経
済
制
刊
湾
委
員
会

一
般
会
計
繍
正
予
算
と
中
央
卸
売
市
川
崎

事
業
特
別
会
計
補
正
予
鈍
の
議
案
2
件
を

舘
査
し
、
市
間
哨
の
特
別
出
荷
奨
励
金
に
関

し
て
、
見
爽
金
的
な
性
絡
を
有
す
る
今
回

の
支
出
に
対
し
、
特
別
出
荷
奨
励
金
と
い

う
名
目
に
位
約
一
付
け
た
当
局
の
考
え
方
な

と
に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

都
市
消
防
蚤
員
会

千
葉
市
営
住
宅
等
設
置
管
理
条
例
の
一

部
改
正
な
と
議
案
4
件
を
審
査
し
、
千
葉

市
地
区
計
箇
等
の
区
殿
内
に
お
け
る
建
築

物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

関
連
し
て
、
建
築
基
準
法
の
主
な
改
正
内

密
で
あ
る
建
築
硲
認
・
倹
査
の
民
間
関
叙
、

中
間
俄
査
制
度
の
導
入
な
と
に
つ
い
て
、
州民

媛
が
あ
り
ま
し
た
。
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大
都
市
税
財
政
制
度
・

地
方
分
権
制
資
特
別
委
員
会

叩
用
問
日
に
閃
か
れ
、
党
派
別
婆
翌
逮
動

に
係
る
千
葉
市
の
愛
点
要
望
事
項
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

少
子
・

商
倫
化
社
会
対
策

調
査
特
別
委
員
会

叩
月
四
日
に
聞
か
れ
、
磁
辺
第
二
小
宇
校

の
余
給
教
室
な
ど
を
現
地
視
察
し
た
後
、
教

育
相
府
市
場
に
お
け
る
少
子
化
へ
の
取
り
組
み
ゃ

生
涯
学
習
に
お
け
る
一
局
餓
者
へ
の
対
応
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。

懲
罰
特
別
委
員
会

委
員
長

M
市
原
治
四
郎

副
委
員
長
H
回

中

審

人

委

員

H
岩

橋

百

合

内

藤

鏑

矢

石

橋

毅

萩

田

章

富
野
世
間
一

橋

本

餐

藤

井

武

徳

布

施

震

良

建築物の制限がされる緑区大桜台地区

叩
月
2
日
に
設
置
さ
れ
た
懲
罰
特
別
委

員
会
が
叩
月
お
目
、
け
月
5
目
、
け
白
片
山

日
お
よ
び
刊
河
川
凶
日
に
聞
か
れ
、
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
た
野
本
信
正
議
員
に
対
す
る

懲
罰
の
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
第
3
固
定
例
会
鐘
終
日
の

本
会
議
で
の
議
長
不
信
任
動
識
の
同
提
案
理

由
説
明
の
際
、
議
場
の
秩
序
そ
乱
し
、
議

会
の
品
位
を
銭
ね
た
と
し
て
、
出
席
停
止

5
日
間
の
懲
罰
を
科
す
る
こ
と
を
可
決
し
ま

し
た
。市

政
に
関
す
る
一
般
質
問
が
、
ロ
月
日

日
か
ら
げ
日
ま
で
の

3
日
問
、
叩
人
の
議

員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
質
問
項

B
は
次
の
と
お
り
で
す
。

叫
地
方
分
径
の
推
進
と
県
市
の
役
割
に
つ

L
て

・
行
政
改
革
に
つ
い
て

G
民
主
的
な
地
方
財
政
に
つ
い
て

F
N
P
O
や
N
P
O
約
市
民
原
業
へ
の
支

援
策
に
つ
い
て

.
介
護
保
険
制
度
実
胞
に
向
け
た
諸
準
偽

と
課
題
に
つ
い
て

。
医
痴
箔
祉
行
政
に
つ
い
て

。
子
宮
て
支
侵
害
業
に
つ
い
て

。
高
齢
者
・
際
答
者
と
と
も
に
生
き
る
街
づ

く
り
に
つ
い
て

@
不
鐙
校
児
の
対
応
に
つ
い
て

@
学
問
国
指
等
要
領
に
つ
い
て

扇口代コーナー
議員提出綾案として4件の窓毘密と31キの決議

を審議し、次の2伶を可決しました.可決した意

見盤、決議iま、関係行政機関などに提出しました。

-大都lïIi挽Itti僚のw;;先強化にll!Iずる~3t.符
Jl-.1H将で納付された国税が、地方言型与税や図

fiTitts D}J負担金などにより巡元される割合(1ヨ般
の還元率}が、極めて低い状況にあるので、政
府に対し、悶littlls肋負担金や地方交付税のj前釘[

など火郁iliに対する財源の配分をjJl;光するとと

もに、本市のようにi自路滋備が巡れている大都
iliにt-tして、より意点的に道路特定財源を犯分
ずるよう強<~製する。

.悦報公開tI;~誕のJjlJDI制定と

政府議の修正を求める決議
悶会に対し、 ru先的に偽報公刑法当足のf評議を

jl[め、早期成立を悶ることを~mする。
また、訟の門的に「知る総本Ijjr参加IJを1明

記すること、閲覧・ '6t見事については手数料など

にlf~~し、利用しやすいilpJ l!!'とすること、 1自求
者の住所地で裁判を起こせるようにすることに
ついて袈恕する。

傍聴ωご'~WI

平成11年l:fl1固定例会は2月168(火}に開会する予定
です.
本会読は、 j京則として公開していますので、どなたでも傍

穏できます.
傍騰は、本会E砲の当日、議会棟H留で受け付けてい2ます。
会議日tiは~.I'l 12日目D に決まる予定です。

... 圃.設
J

窃
出

の
・Z

互均
一
一

くさや堂ホール〉

表
紙
に
沼
載
し
ま
し
弁
者
寸

頁
は
、
京
成
千
葉
中
央
釈

の
山
帽
子
で
す
。

当
釈
は
、
本
市
が
市
制

を
臨
即
行
し
た
大
正
叩
年
に
一
家

成
電
鉄
の
河
上

{東
-
5
1干
葉
鴎
の
開
通
と

と
も
に
、
現
在
の
申
央
公
園
付
近
に
一
尽
成
子
渓

駅
と
し
て
開
業
し
ま
し
た
。
昭
和
お
年
2
月
の

国
鉄
本
千
葉
駅
移
転
を
織
に
、
周
年
6
月
に
現

在
抽
出
に
移
一括
し
、
駅
名
も
昭
和
田
年
に
京
成
千

葉
中
央
駅
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
欧
函
館
、
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど

を
備
え
た
駅
ピ
ル
や
ホ
テ
ル
な
ど
が
建
て
ら
れ
、

駅
前
か
ら
中
央
銀
座
通
リ
へ
と
続
く
こ
帥
は
、

銀
行
や
飲
食
庖
な
ど
の
ビ
ル
術
と
な
り
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
叙
ビ
ル
や
ホ
テ
ル
が
老
朽
化
し
た

こ
と
か
ら
、

一尽
成
電
鉄
は
、

mm
口抽出
広
に
情
窓
口

型
総
合
ホ
テ
ル
の
建
設
を
、
平
成
刊
年
5
月
着

工
、
同
年
3
月
オ
ー
ブ
ン
の
予
定
で
針
箇
し
て

お
り
、
本
市
の
市
街
地
湾
開
発
の
起
岬
時
刻
と
し

て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
・

タ静
「
ち
ば
市
議
会
だ
よ
り
」
発
行
委
員
会

問
い
合
せ
先
談
会
事
務
局
調
査
稼

2
0
4
3
(
2
4
5
)5
4
7
2
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